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2.日建工学グループのCNとNP
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港湾・漁港におけるブルーカーボン

※国土交通省港湾局HP：海の森ブルーカーボンより
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藻場の現状

食害（ウニ）

食害（魚）

食害（ウニ）

高水温（立枯れ）

台風攪乱 浮泥堆積

気候変動に伴って全国的に磯焼けが進行し、対策が急務である。
磯焼け：①植食動物による食害、②枯死、③芽生えない、④流出 のいずれか。

もしくは①～④の組み合わせ。

温暖化が藻場に及ぼす影響
（第３版 磯焼け対策ガイドライン, 水産庁, 2021）
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磯焼けの主な原因と対策（ブロック関連）

⾷害⾷害
柱状構造柱状構造

防御材防御材

堆積物の増加堆積物の増加
柱状構造柱状構造

逆台形突起物逆台形突起物

基質不⾜基質不⾜

多孔質多孔質

植⽯植⽯

溝加⼯溝加⼯

栄養塩不⾜栄養塩不⾜
フルボ酸鉄フルボ酸鉄

アミノ酸(EAC)アミノ酸(EAC)

柱状礁

EACプレート(阿波美)

⿂類⾷害防御材

ウニウニ

⿂類⿂類

浮泥堆積防⽌浮泥堆積防⽌

形状⼯夫形状⼯夫

栄養塩供給栄養塩供給
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3.柱状礁

2.0m型4.0m型

重さ：7.63t
表面積：19.92m2

重さ：14.7t
表面積：30.76m2

3.00m
3.00m

4.10m

3.00m
3.00m

2.10m

～藻場をつくる柱状礁～
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特徴

遊走子が付着しやすい

（柱）水平方向に飛散するコンブ類の遊走子
等を幅広く着底させます。

（底版）天端面に飛散するホンダワラ類の遊
走子を幅広く着底させます。

柱の凹凸形状

柱にはカルマン渦が生じ、柱の表面を凹凸に
することで、複雑な流れを作り出します。

流れの下流側に巻き込む流れが、コンブ類の
遊走子等の着生を促します。
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特徴

被覆ブロック型藻場礁 柱状礁

50～60㎝

110㎝

110cm以上になるとウニの
這い上がりが抑制され、海
藻が⽣育できる。

ウニの⾷害で海藻が⾷
べつくされてしまう。

柱構造は、海藻がウニに⾷べられにくい

対象海藻の

生育水深帯
岩礁域

砂地

嵩上げにより⽣息に好適な⽔深帯に着底基質が確保され
ます。幅広い⽔深帯で海藻に着定基質が提供できます。
砂地に設置すればウニの⾷害に合わないので、効果的効
率的に海藻を増やせます。

嵩上げ効果で対象種の好適⽔深帯を確保

被覆ブロック型の藻場礁 柱状礁

底版部が埋没しても柱部
は埋もれないので、海藻
は⽣育できます。

海藻の着⽣⾯である天端が、
砂に埋没すると海藻は⽣育
できません。

砂の海底に設置しても埋まりにくい 多種多様な海藻の⽣育⽔深帯を確保

藻場の鉛直分布と底質（⼩河1988）⼀部改変
柱状礁は、様々な⽔深帯の海藻の着底基質となります。
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特徴

【参考】
全国漁港漁場協会：第3版 磯焼け対策ガイドライン，pp.174-179，2021
Kawamata S ：Effect of wave-induced oscillatory flow on grazing by a subtidal sea urchin Strongylocentrotus nudus (A. Agassiz)，J Exp Mar Biol Ecol，224，31-48．1998.

【磯焼け対策ガイドライン※】

ウニの食害対策
➣流動促進が効果的

流速40cm/s以上では磯焼けが発生しずらい※

キタムラサキウニのコンブ摂餌量と振動流速との関係

➣嵩上げ（水深浅/流速大）が効果的

嵩上げ工法による提案

背の高いブロック等の使用により，
離散的・部分的に嵩上げすることが望ましい

×

〇
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動画（北海道）
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北海道古平郡古平町における柱状礁の経年変化

2018年6⽉設置 2019年5⽉（1年⽬） 2020年5⽉（2年⽬）

2021年5⽉（3年⽬） 2022年6⽉（4年⽬） 2025年5⽉（7年⽬）
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動画（隠岐）

改造案従来の被覆・根固工

【ストーンブロック】

【サブプレオフレーム】

【用途】
（河川）根固工・護床工
（海岸）人工リーフ
（港湾・漁港）マウンド被覆工

【柱付きストーンブロック】

【柱付きサブプレオフレーム】
【用途】
（港湾・漁港）防波堤補強工法

4.柱状型被覆・根固ブロックの提案
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被覆・根固ブロックが有する防災機能×藻場造成機能



仕様検討（ストーンブロック）
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【平面図】

【正面図】

【側面図】 【吊鉄筋】
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■数量表

10.3814.803.4477.79

種類規格

8t平型

質  量 ｺﾝｸﾘｰﾄ体積 型枠面積 吊筋質量
( t ) ( m3 ） ( kg )

標準型

( m2 ）

仕様検討（サブプレオフレーム）
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【平面図】

【正面図】

【側面図】 【吊鉄筋】
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4.793

孔部体積（m ）32

33.62

型枠面積（m ）

■数量表

ｺﾝｸﾘｰﾄ体積（m ）

8.665
19.00

3

柱状礁

規格 実質量(t)

(19.59)2.0m付

()内質量は柱状礁2.0mを取り付け時の質量



8kg/本

柱固定用治具
1. 柱専用治具をブロック型枠のリブ箇

所へ固定します。
2. 治具を使用して単管を固定します。
3. コンクリート柱を立て込みます。

試験施工（ストーンブロック）
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試験施工（サブプレオフレーム）
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天端部のボルト固定

SPF用専用治具

1. SPF専用治具にコンク
リート柱を固定します。

2. 治具ごと吊っていただき、
型枠のリブ箇所に固定し
ます。



治具引き起こし SPF型枠への設置 設置完了

配筋設置 コンクリート打設

試験施工（サブプレオフレーム）
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動画（柱固定用治具）

Copyright © 2025 NIKKENKOGAKU CO., LTD. All Rights Reserved. 22



動画（脱型・転置）
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試験設置
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【実施場所】
岩⼿県陸前⾼⽥市只出漁港試験区（2025年3⽉）

【海域特性】
本州北部太平洋エリア
（特徴）ウニ類による磯焼け発⽣海域 、夏期⾼⽔温
（海藻種）アカモク、フシスジモク、コンブ、アラメ ×3個 ×3個

NEDOグリーンイノベーション基金事業 食料・農林水産業のCO2削減・吸収技術の開発
「漁港を利活用した海藻バンクによるブルーカーボン生態系拡大プロジェクト」



海藻の移植試験

Copyright © 2025 NIKKENKOGAKU CO., LTD. All Rights Reserved. 25

育てた海藻種苗付きカートリッジをブロックへ移植して、早期に藻場を造成する技術も開発しています。

【効率施⼯】
■従来の被覆・根固⼯で使⽤可能。
■最適配置で直⼯費増は約10%（規格により変動）。
■波浪・⽔深・海藻種に応じ、柱⾼さ（2m/4m）・本数・規格を最適化可能。
■従来設備で施⼯可能。
■サブプレオフレーム段積みにより、浅場を効率的に形成。

※2025年9月 国土交通省港湾局 「港湾工事における”新技術カタログ”（干潟・藻場造成）」 にて登録済（技術番号3-2-7）

防波堤内側補強工法での配置例
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※鶴江ら、着定基質の素材と形状を⼯夫した藻場造成技術に関する実験的検討とCO2吸収ポテンシャルの推算、⼟⽊学会論⽂集B3（海洋開発）Vol78、No2、p25-30、2022

【環境再⽣】
■柱状構造は細粒・ウニ⾷害を抑制。
■磯焼け海域でCO2吸収量7.37t-CO2/ha/年※

■着⽣基質として機能し、⽔温変化に柔軟対応。
■⽴体的な藻場を形成し、⿂類等の蝟集空間を創出。



5.海藻バンクからのお知らせ

（お知らせ）磯焼け対策に取り組まれる機関・団体の皆様へ、

海藻付きカートリッジを無償で提供いたします。

海藻バンクコンソーシアム
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5.海藻バンクからのお知らせ
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NEDOグリーンイノベーション基金事業 食料・農林水産業のCO2削減・吸収技術の開発
「漁港を利活用した海藻バンクによるブルーカーボン生態系拡大プロジェクト」



5.海藻バンクからのお知らせ

海洋⽣分解性プラスチック材質
60mm×40mm×3mm形状
約8g重量

※カートリッジの材質・重量・形状は変更する
場合があります。

○カートリッジの諸元

○海藻付きカートリッジ
海藻種苗が着生した種糸ロープﾟを取付けたカートリッジを漁港の水域で被度50％
以上になるまで育成します。

豊漁港(長崎県)での育成状況

育成途中の海藻付きカートリッジ

被度が50％以上に達するまで育成した
後、お届けいたします。

カートリッジは市販の水中ボンド、ボルト、
ナット等で天然岩盤、魚礁ブロック、防波堤
側面、根固めブロックや消波ブロック等に取
り付けることができます。

（開発中）

4cm

6cm
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5.海藻バンクからのお知らせ

提供可能範囲提供可能期間提供可能枚数海藻種生産場所

道南日本海側
2025年12月～2026年3
月

500枚ホソメコンブ北海道神恵内漁港

アラメ
三陸沿岸（宮城県牡鹿半島～岩手県沿岸）
マコンブ
三陸沿岸（宮城県牡鹿半島～岩手県沿岸）

アラメ
2026年3～5月
マコンブ
2026年1～3月

500枚

アラメまたはマコン
ブ

岩手県只出漁港

三陸沿岸～房総半島の太平洋岸北・中部2025年10～2026年1月アカモク

本州日本海側（秋田・新潟・山形、石川）2025年11～12月500枚
アカモクまたはワカ
メ

山形県小波渡漁港

九州～四国太平洋岸
瀬戸内海西部沿岸 – 瀬戸内海の中央～西部

2025年～12月250枚2年目クロメ
大分県保戸島漁港

2026年2～5月500枚1年目クロメ

九州北岸（玄界灘沿岸、対馬周辺）2025年10～12月500枚
アカモクまたはキレ
バモク

長崎県豊漁港

※生育状況によっては海藻種、提供可能枚数や提供可能期間は変動します。
※提供可能範囲は、海藻の分布域、及びクール宅急便で送れる範囲を基に設定してい
ます。

○海藻付きカートリッジの提供可能な海藻種・枚数・期間・範囲

※提供範囲は要相談
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5.海藻バンクからのお知らせ

注意事項
 海藻付きカートリッジを無償で提供します。（送料はご負担願います。）
 宅急便（気温が⾼い場合はクール宅急便）の着払いでお届けいたします。
 送料の⽬安は50枚で約2500円〜3500円です。
 中間育成地（北海道神恵内、岩⼿県陸前⾼⽥、⼭形県⼩波渡、⻑崎県対⾺、⼤分県保⼾島）での
引き渡しも可能です。

 カートリッジは市販の⽔中ボンド、ボルト、ナット等で天然岩礁、⿂礁ブロック、防波堤側⾯、根固めブロック
や消波ブロック等に取り付けることができます。

 今後の技術開発の参考としたく、カートリッジ設置後の海藻の⽣育状況について写真等でご報告をお願い
いたします。

 希望票をご提出いただい後、具体的な提供時期、引き渡し⽅法、送料、取付⽅法、ご報告いただきたい
内容について、メール・WEB等で打合せさせていただきます。

 ご不明な点は、以下の担当までお問合せください。
【お問い合わせ】
KAISO BANK 事務局（⽇建⼯学株式会社内） 担当︓⻄村、友⾦
E-mail︓info@kaisobank.jp
電 話︓ 03-3344-6811
※官⺠連携海業振興ポータルサイトからもお問い合わせいただけます。
（https://umigyo-portal.jp/private_company/?company=29）

※⽣育不良や希望が多数の場合には、ご希望に添えない場合がございますので、あらかじめご了承ください。

Copyright © 2025 NIKKENKOGAKU CO., LTD. All Rights Reserved. 31


